
−17−

Medical Mycology Research

Vol. 12 No. 1 : 17-20, 2021

ISSN 1883-3195

1．序文

現在臨床微生物検査室では検体から真菌を分離す
る際、サブローデキストロース寒天培地（SDA培地）
もしくはポテトデキストロース寒天培地（PDA培
地）を使用することが多い。しかし、酵母様真菌を
分離するのにあたり、どちらの培地が分離に適して
いるか判断が難しいところである。そこで今回、臨
床上分離される頻度の高い酵母様真菌5種を使用し
て、ミスラ法によりSDA培地とPDA培地の発育支
持力を比較した。

2．材料と方法

検討に用いた菌株はCandida albicans  ATCC 
10231、Candida glabrata ATCC 90030、
Candida parapsilosis ATCC 90018、Candida 
tropicalis ATCC 750、Candida krusei ATCC 
2258、Cryptococcus neoformans ATCC 
90013、の5菌種を使用した。

発育支持力はミスラ法を用いて比較した。
各菌株はマクファーランド No. 0.5の濁度に調

製した。この菌液には106CFU/mL の菌が含まれ
ているものとし、10倍段階希釈を行い、106～100

までの7段階の希釈液を作製した。希釈した菌液は
SDA培地（関東化学株式会社）とPDA培地（関東
化学株式会社）の各々の培地に、各濃度の菌液を
20μL滴下し、十分培地に染み込んだことを確認し
たうえで35℃にて培養し、24時間と72時間で判定
を行った。

3．結果

結果は表1．、及び図1．に示した。
各菌株で24時間培養、72時間培養とも各希釈段

階でSDA培地とPDA培地との間で発育支持力に差
は認められなかった。また、24時間、72時間培養
における単独コロニーの大きさの比較でも両培地と
も差は認められなかった。

4．考察

SDA培地はR. Sabouraudが真菌培養用として
考案した培地1,2）であり、現在市場で使用されてい
るものは使用目定期に応じて一部変更した処方と
なっている。市販の生培地はクロラムフェニコール
が含有されており真菌を選択的に分離するのに適し
た培地となっている。一方PDA培地3）は古くから
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使用されている培地で、培地組成であるバイレイ
ショ浸出液に含まれる炭水化物及びアミノ酸が真菌
の増殖に利用されやすいとされており、主に糸状菌
用の培地として菌類の培養ならびに発酵関係の検討
の際に用いられてきた。

両培地の発育支持力を比較するに当たり、ミスラ
法4,5,6）を用いて検討を行った。もともとミスラ法は
マイルスとミスラが考案した方法で主に検体中の生
菌数を測定する方法である。しかし、この方法を利
用し、既知の検体を接種することで培地の発育支持
力を測定することが可能となる。

今回、既知の酵母様真菌5種類を使用して、SDA
培地とPDA培地の発育状況を確認したところ、す
べての菌株でSDA培地とPDA培地の間に発育の差
は認められなかった。

このことから、SDA培地とPDA培地の酵母様真
菌に対する発育支持力は同等であり、酵母様真菌を
分離する際、SDA培地を使用してもPDA培地を使
用しても分離精度に差がないことが示唆された。

なお、今回データを示していないが、糸状菌に関
してはSDA培地よりPDA培地の発育支持力が高い
との結果が得られている。そのため分離する目的菌
に即した培地を選択することが重要である。
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表1．SDA培地とPDA培地の発育支持力の比較

培養
時間

菌株 培地
接種菌濃度

106 105 104 103 102 101 100

24hr.

Candida albicans  ATCC 10231
SDA 3＋ 3＋ 2＋ ＋ - - -
PDA 3＋ 3＋ 2＋ ＋ - - -

Candida glabrata ATCC 90030
SDA 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ ＋ 1 -
PDA 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ ＋ 2 -

Candida parapsilosis ATCC 90018
SDA 3＋ 2＋ ＋ - - - -
PDA 3＋ 2＋ ＋ - - - -

Candida tropicalis ATCC 750
SDA 3＋ 3＋ 2＋ ＋ 4 - -
PDA 3＋ 3＋ 2＋ ＋ 5 2 -

Candida krusei ATCC 2258
SDA 3＋ 3＋ 3＋ ＋ 13 2 -
PDA 3＋ 3＋ 3＋ ＋ 8 - -

Cryptococcus neoformans 
ATCC 90013

SDA 3＋ 2＋ - - - - -
PDA 3＋ 2＋ - - - - -

72hr.

Candida albicans  ATCC 10231
SDA 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 18 1 1
PDA 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 13 5 -

Candida glabrata ATCC 90030
SDA 3＋ 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 5 1
PDA 3＋ 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 2 -

Candida parapsilosis ATCC 90018
SDA 3＋ 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 9 1
PDA 3＋ 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 5 1

Candida tropicalis ATCC 750
SDA 3＋ 3＋ 2＋ ＋ 4 - -
PDA 3＋ 3＋ 2＋ ＋ 5 2 -

Candida krusei ATCC 2258
SDA 3＋ 3＋ 3＋ 3＋ ＋ 2 -
PDA 3＋ 3＋ 3＋ 3＋ ＋ - -

Cryptococcus neoformans 
ATCC 90013

SDA 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 8 - -
PDA 3＋ 3＋ 3＋ 2＋ 7 - -

SDA：サブローデキストロース寒天培地
PDA：ポテトデキストロース寒天培地
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図1．酵母様真菌のSDA培地とPDA培地のミスラ―法での発育状況

72hr.
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